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2.2 ワークシート① 現在の取り組みや課題 


















































2.3 ワークシート② 「３つの場面」での工夫 




























































































教育研究大会（平成 30 年８月 10 日開催）の講演会にてアンケートの速報値の報告を行う












































無回答 1人 2人 3人 4人 5人 6人
グループワークの適切な人数 0 0 5 7 26 16 3
％ 0% 0% 9% 12% 46% 28% 5%
項目ごとの簡易分析： ４～５人が圧倒的に多い。
Q.グループ分けの際に、性別や学力などの属性の偏りは気にしますか？（１つにチェック）
無回答 気にしない 気を配っている その他
属性の偏りは気にするか 0 21 28 8
％ 0% 37% 49% 14%
項目ごとの簡易分析： 偏りを気にする教員と気にしない教員がそれぞれ一定数いる。
Q.グループ内の属性の偏りを無くす方法について教えてください（いくつでも）
無回答 性別を基準 部活動を基準 友人関係を基準 能力を基準 自由に組ませる その他
偏りをなくす方法について 2 8 3 17 20 21 11
％ 2% 10% 4% 21% 24% 26% 13%
項目ごとの簡易分析： 一定数が自由に組ませている。恣意的に分ける場合は友人関係と能力が基準。
Q.参加学生の主体的な運営を、全体に促す工夫を教えてください（いくつでも）
無回答 リーダー交代制 係を振る ヒントを控える 手法を学ぶ その他
参加学生の主体性を促す工夫 1 13 30 20 9 7




無回答 業務日誌 成果物 プレゼン 担任以外 その他
生徒評価の方法 5 28 39 24 8 10




プレゼンの実施 2 26 29
％ 4% 46% 51%
項目ごとの簡易分析： プレゼンの実施については半々（科目特性によるか）。
Q.外部人材（ゲスト・連携企業等）と協力する講義について、招致方法を教えてください（いくつでも）
無回答 特定教員の人脈 学校として連携 公的機関 外部協力なし その他
外部人材の招致方法 15 7 14 10 20 0
％ 23% 11% 21% 15% 30% 0%
項目ごとの簡易分析： 学校としての連携先が一定数ある・公的機関の活用も見られる
Q.グループワークのノウハウを次年度以降へ継続させるための工夫を教えてください（いくつでも）
無回答 複数教員で分担 データ保管 協定締結 工夫なし
ノウハウの継続のための工夫 5 20 29 2 14
％ 7% 29% 41% 3% 20%
項目ごとの簡易分析： 学内での共有はできている
Q.通常の座学で教えている内容と、グループワークとの連動はありますか？（いずれか１つ）
無回答 科目内で完結 他科目と連動 座学と連動なし
座学との連動 4 30 7 16











































































































































































































































































































































いく予定である。   
 
①生徒の主体性を促すためのグループ分けや授業運営 
  属性の偏りについての留意点、グループ内の係設定の例など 
  （例：自由に振り分ける場合のメリット・デメリット） 
②生徒評価の指標や方法 
  アンケート結果をもとに例示し、留意点を示す 




人文科学・社会科学編 第 2号 2019 
髙見 啓一，三重県高等学校商業科におけるアクティブラーニングモデルの考察 
③上記のポイントを意識した授業の例示 
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